
未来づくり懇談会（倉掛）会議録 

 

日 時：平成２９年２月７日（火） 

                       １９：００～２０：２５ 

                   場 所：倉掛自治公民館 

出席者：市長、教育長、総合政策課長、 

教育総務課長、総合政策課長補佐 

 

１ 開  会  １９：００      進行：秘書広報課長 

 

２ あいさつ  矢板市長 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 矢板市設定テーマ 

  ○持続可能な矢板西部地区のまちづくりについて 

・資料に基づき、人口推計、西小学校についてのアンケート等について説明。 

 

５ 意見交換 

  Ｑ１ つつじが丘ニュータウンのように幸ケ丘ニュータウンも何かメリットを与えれ 

ば住む人が増えると思う。西小学校は人数が少なくても教育面で良いものがある 

ので、小規模特認校の良い面をもっとアピールすべきでは。 

  Ａ１ 幸ケ丘ニュータウンは民間のものであり市が政策的に差をつけられない。 

     また小規模特認校制度は就学予定児童の保護者に周知しているが、昨年度、制 

度を利用して入学した児童は１名。保護者が送迎しなければならなく、負担が大 

きいことが考えられる。 

平成 29年 10月 

平成 29年 11月 

矢板小への統廃合 合意 

平成 31年 3月閉校で教育委員会議決、市議会報告 

 

  Ｑ２ 複式学級になる基準は。 

  Ａ２ 県の基準で１年生は８名以下。２年生以上は２学年併せて１６名以下だと複式 

学級になる。 

 

  Ｑ３ 倉掛西のバス停まで歩いて行けない。 

  Ａ３ 市営バスは公共交通機関がない所を充実させる観点から倉掛西にバス停を設置 

している。バスの本数が少ないとの意見もあるので持ち帰り検討する。 

平成 28年 5月 

平成 28年 6月 

平成 29年 4月 

地域公共交通会議開催。 

ダイヤ改正実施。 

巡回ルート等の検討。 



平成 30年度 

平成 30年度 

倉掛西停留所の移動について検討。 

  倉掛地区への乗入れの可能性について検討。 

 

  Ｑ４ 道路の補修をしてほしい。 

  Ａ４ 地図に該当箇所に印をして区長を通じて要望してほしい。 

 

  Ｑ５ 今の若い人は結婚に踏み切れない人が多い。 

  Ａ５ 市でも予算を多めに取って婚活イベントを検討している。 

平成 28年 11月 

平成 29年 9月 

平成 29年 11月 

 

 

平成 30年 5月 

やいた未来クラブ婚活イベント実施 

未来クラブ婚活イベント実施 

地域少子化対策重点推進事業交付金を受けて事業実施 

矢板市未来づくりプロジェクト 

「やいた deハッピーチェーン」 5回実施 延べ 156人 

矢板市婚活イベント企画運営業務委託を実施 

 

  Ｑ６ 矢板南産業団地に進出する企業はあるのか。 

  Ａ６ 本年度、複数企業の進出が決まり建屋を建設中。矢板市の雇用奨励金等の補助 

    は県内でもトップクラスなので、今後も誘致を進めていく。 

平成 28年度 

平成 29年度 

高野商運、東色ピグメントの進出決定 

小出鋼管の進出決定 

 

  Ｑ７ 猪が増えて大変。山間部は補助を考えてほしい。 

  Ａ７ 鹿、猪１頭につき１０月から６千円、１２月から８千円の捕獲報奨金を出して 

いる。４月からは１万２千円の報奨金を出す。報奨金制度が始まってから捕獲数 

は増えている。 

平成 28年 10月 

 

平成 29年 4月～ 

捕獲報償制度開始 

捕獲報奨金 １頭につき 6,000円 

捕獲報奨金 １頭につき 12,000円 

 

  Ｑ８ ライフル免許は継続して１０年以上の所持許可を受けていないと取得できない。 

    市としてプロを増やしていく考えはあるか。 

  Ａ８ 下草刈り、電気柵で対応した方が効果があるのではと思う。 

平成 29年 7月 

 

平成 30年 4月～ 

 

矢板市有害獣侵入防止柵設置事業費補助金交付要綱を 

整備（市単独事業）上限 50,000円 

有害獣侵入防止柵設置事業費補助金の一部改正 

  上限 100,000 円 

 

 

６ 閉  会  ２０：２５ 


